
存
在
し
て
い
る
。

平
成
二
三
年
三
月
二
日
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
犠
牲
者
に
哀
悼
の
意
を
表
す
る
。
平
成
二
八
年
現
在
で
震
災
か
ら
約

六
年
が
経
ち
、
あ
の
悲
惨
な
出
来
事
は
人
々
に
と
っ
て
遠
い
記
憶
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
度
の
震
災

は
、
地
震
に
よ
り
起
き
た
津
波
に
よ
っ
て
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
過
去
に
も
日
本
は
津
波
に
よ
り
幾
度
も
被
害
を
受
け
て
お

り
、
特
に
千
葉
県
は
有
史
以
来
、
三
方
向
を
太
平
洋
に
面
し
て
い
る
事
も
あ
っ
て
、
数
多
く
の
地
震
に
よ
る
津
波
被
害
を
受
け
て
き

た
。
中
で
も
、
元
禄
一
六
年
（
一
七
○
三
）
二
月
二
三
日
に
起
き
た
巨
大
地
震
は
「
元
禄
地
震
」
と
呼
ば
れ
、
関
東
地
方
を
中
心

に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
ま
た
、
こ
の
地
震
に
よ
っ
て
起
き
た
津
波
を
「
元
禄
津
波
」
と
呼
び
、
こ
れ
に
よ
り
関
東
地
方
を

中
心
と
し
た
海
岸
に
近
い
村
々
は
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
翌
年
に
は
年
号
が
「
元
禄
」
か
ら
「
宝
永
」
へ
と
改
元
さ
れ
た
が
、
こ

の
地
震
が
改
元
の
理
由
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
ほ
ど
の
被
害
で
あ
っ
た
。

私
が
現
在
修
行
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
一
松
山
本
興
寺
は
、
こ
の
地
震
で
起
き
た
津
波
に
よ
っ
て
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
千

葉
県
長
生
村
の
旧
一
ッ
松
郷
に
在
る
。
当
寺
で
は
、
こ
の
津
波
に
よ
る
旧
一
ッ
松
郷
に
お
け
る
犠
牲
者
（
約
七
○
○
名
）
の
法
名
が

記
さ
れ
た
大
位
牌
を
安
置
し
、
現
在
も
犠
牲
者
に
対
す
る
追
善
供
養
が
行
わ
れ
、
そ
の
他
、
元
禄
津
波
に
関
す
る
石
碑
・
古
文
書
が

は
じ
め
に

元
禄
津
波
と
そ
の
供
養
に
つ
い
て

平
田
義
浩
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